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第３区返り咲き
晴れ渡った秋空の下で行われた村民運動会。綱引きの

部では、決勝で涙を飲んできた第３区。この日は最後ま
で力を合わせ、久しぶりの優勝を決めました。（９／18）
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「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
」

９
月
23
日

川
場
村
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
場
を
会
場
と
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
の
川
場
村
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
人
に
、
ル
ー
ル

や
打
ち
方
な
ど
を
説
明
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
た
会
場
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
ま
し
た
。
天
候

に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
汗
を
か
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
10
月
16
日
に
「
ボ
ウ
リ

ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ

Ｔ
・
Ｋ

九
月
十
日
（
土
）、
伊
勢
崎
市
で

開
催
さ
れ
た
平
成
十
七
年
度
群
馬
県

体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
に
お
い

て
、
下
平
の
千
明
太
郎
さ
ん
、
東
小

川
の
金
子
賢
司
さ
ん
が
十
年
勤
続
で

群
馬
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
八
年
か

ら
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、
本
村
の

社
会
体
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
現
在

も
引
き
続
き
活
躍
中
で
す
。
今
後
も

本
村
の
社
会
体
育
の
振
興
、
発
展
に

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

群
馬
県
体
育
指
導
委
員

協
議
会
表
彰
受
賞

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

講師の説明に真剣な参加者

金子賢司さん　千明太郎さん

て
、「
や
き
も
ち
づ
く
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
地
域
の
お
年

寄
り
。
長
年
の
経
験
で
培
っ
た
力
を

発
揮
し
、
子
ど
も
達
に
「
や
き
も
ち
」

の
作
り
方
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
も
粉
を
こ
ね
、
あ
ん
こ
な
ど

を
入
れ
て
ま
る
め
「
や
き
も
ち
」
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ

た
「
や
き
も
ち
」
は
200
個
以
上
。
そ

の
「
や
き
も
ち
」
を
参
加
者
全
員
、

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

講
師
の
お
年
寄
り
は
、「
子
ど
も

達
と
一
緒
に
活
動
す
る
の
は
い
い
ね

え
。
若
返
る
よ
う
な
気
が
す
る
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
地
域
子
ど
も
教
室
は
、
指
導
員
を

中
心
と
し
た
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
活
動
で
す
。

よそ見もせずに粉をこねる子ども達

保護柵を設置する尾瀬高校生

九
月
十
三
日
（
火
）
に
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
を
守
る
会
が
白
根
山
で
秋
の
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
守
る
会
の
会
員
を
始
め
県

立
尾
瀬
高
校
生
徒
や
日
本
製
紙
か
ら

参
加
し
た
ボ
ラ
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
約

80
人
が
三
班
に
別
れ
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、
尾
瀬
高
校
生
十
数
名
は
白

根
山
弥
陀
ヶ
池
の
西
側
斜
面
の
生
育

地
か
ら
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
種
を
採
取

し
ま
し
た
。
採
取
さ
れ
た
種
は
麓
で

育
苗
さ
れ
、
何
年
か
先
に
種
採
取
地

に
移
植
さ
れ
ま
す
。

種
子
採
取
と
並
行
し
て
村
内
の
自

然
公
園
指
導
員
と
尾
瀬
高
校
生
、
日

本
製
紙
の
社
員
は
登
山
道
沿
い
に
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る

会
が
秋
の
事
業
を
実
施

植
生
保
護
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ロ
ー
プ
柵
を
整
備
す
る
と
共
に
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
で
あ
る
東
小
川
地
区

の
人
た
ち
は
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
が
白
根
山
の
自
然
保

護
に
寄
与
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
会
に
よ
り

白
根
山
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
た
め

に
地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

☆
マ
ジ
ッ
ク
や
る
や
る
探
検
隊９

月
17
日

三
回
目
の
マ
ジ
ッ
ク
や
る
や
る
探

検
隊
。
今
回
は
、
カ
ー
ド
を
使
っ
た

マ
ジ
ッ
ク
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
相
手
の
ひ
い
た
カ
ー
ド
と
自
分

が
ひ
い
た
カ
ー
ド
が
ぴ
っ
た
り
あ
う

マ
ジ
ッ
ク
に
は
、
参
加
者
全
員
が
驚

き
ま
し
た
。
で
も
、
タ
ネ
を
教
え
て

も
ら
う
と
簡
単
に
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
、
マ
ジ
ッ
ク
や
る
や
る
探
検

隊
は
続
き
ま
す
。
参
加
し
て
、
マ
ッ

ジ
ク
を
覚
え
、
周
り
の
人
を
驚
か
せ

て
み
ま
し
ょ
う
。
次
回
は
10
月
15
日

で
す
。

☆
友
遊
ク
ラ
ブ
「
や
き
も
ち
づ
く
り
」

９
月
17
日

鎌
田
住
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し

地
域
子
ど
も
教
室
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星
野
賢
二
片
品
村
長
が
、
九
月
二

十
三
日
午
前
一
時
三
十
六
分
、
気
管

支
炎
ぜ
ん
そ
く
の
た
め
東
京
都
新
宿

区
の
東
京
医
科
大
病
院
で
永
眠
い
た

し
ま
し
た
。
享
年
五
十
九
才
で
し
た
。

こ
こ
に
生
前
の
村
政
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
ご
功
績
に
対
し
ま
し
て

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

星
野
村
長
は
、
村
議
三
期
、
村
議

会
議
長
を
経
て
、
平
成
十
五
年
十
一

月
、
第
二
十
九
代
片
品
村
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

就
任
早
々
の
十
二
月
、
戸
倉
ダ
ム

建
設
が
中
止
と
な
り
、
そ
の
後
処
理

に
奔
走
し
、
今
、
新
し
い
地
域
振
興

整
備
が
着
々
と
進
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
以
来
約
二
年
間
、
市
町
村

合
併
問
題
や
財
政
再
建
の
解
決
に
向

け
て
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

困
難
な
財
政
事
情
の
中
で
健
全
財

政
の
確
立
を
図
り
つ
つ
、
村
民
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
「
尾
瀬
の
郷
」

構
想
を
打
ち
出
す
な
ど
「
小
さ
く
て

も
輝
く
珠
玉
の
村
」
を
目
指
し
て
数

多
く
の
構
想
や
課
題
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
星
野
村
長
は
、
行
財
政
改
革

で
は
、
自
ら
の
給
与
を
二
十
％
カ
ッ

ト
し
、
併
せ
て
特
別
職
給
与
も
削
減

し
ま
し
た
。
同
時
に
施
策
や
公
営
企

業
の
見
直
し
、
公
有
施
設
の
有
効
利

用
な
ど
経
費
の
節
減
に
も
努
め
ま
し

た
。ま

た
、
役
場
庁
内
の
機
構
改
革
を

今
年
四
月
か
ら
、
十
二
課
局
を
十
課

局
に
統
廃
合
し
組
織
の
機
能
強
化
を

図
り
ま
し
た
。

今
夏
、
八
月
十
八
日
、
尾
瀬
戸
倉

ス
キ
ー
場
に
て
開
催
し
た
「
夏
の
思

い
出
」
音
楽
祭
は
、
大
勢
の
聴
衆
に

感
動
を
与
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
並

び
に
国
際
テ
レ
ビ
に
て
全
世
界
に
発

信
さ
れ
、
星
野
村
長
の
熱
い
想
い
が

伝
わ
る
音
楽
祭
で
あ
り
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
た
村

づ
く
り
を
、
村
民
一
人
一
人
が
「
和
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
作
っ
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
打
ち
出
し
た
「
尾
瀬
の

郷
」
構
想
を
、
第
三
次
片
品
村
総
合

計
画
に
盛
り
込
み
、「
尾
瀬
の
郷
」

片
品
を
村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
育

て
、
子
や
孫
に
誇
れ
る
村
に
し
て
い

き
た
い
と
夢
見
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
た
。

来
年
の
二
月
に
は
尾
瀬
国
体
も
、

こ
こ
「
尾
瀬
の
郷
」
に
て
開
催
さ
れ

る
た
め
、
成
功
に
向
け
て
諸
準
備
も

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
全
国

か
ら
の
参
加
者
と
、
感
動
を
共
に
し

よ
う
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

星
野
村
長
の
こ
う
し
た
遺
志
を
踏

ま
え
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
片
品
村
長
職
務
代
理
者

総
務
課
長
　
萩
原
重
夫
）

九
月
二
十
二
日
（
木
）
役
場
正
面

玄
関
前
に
て
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
納
車
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
前

で
、
星
野
賢
二
村
長
か
ら
星
野
充
雄

消
防
団
長
へ
、
星
野
充
雄
消
防
団
長

か
ら
井
上
正
紀
第
八
分
団
長
へ
ゴ
ー

ル
ド
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
星

野
充
雄
消
防
団
長
は
、
星
野
村
長
や

片
品
村
に
対
し
、
購
入
し
て
い
た
だ

い
た
お
礼
や
、
火
災
予
防
に
万
全
を

期
し
、
消
防
の
使
命
達
成
の
た
め
一

層
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

ぐ
ん
ま
の
山
村
・
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
フ

ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

片
品
村
第
八
分
団
に
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
が
納
車
さ

れ
ま
し
た

片品村農協出店の尾瀬びるキョウザ

最後の公務となった故星野村長

平成16年４月、群馬県幹部会議で小寺
知事と談笑の故星野村長

星
野
賢
二
片
品
村
長
が

逝
去

九
月
一
日
（
木
）
〜
四
日
（
日
）

群
馬
県
庁
県
民
広
場
・
県
民
ホ
ー

ル
・
県
民
会
館
で
「
ぐ
ん
ま
の
山

村
・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験

フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
農
山
村
の
自
然
・

文
化
・
産
業
の
紹
介
や
、
農
山
村
の

暮
ら
し
を
楽
し
む
旅
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
農

山
村
と
都
市
と
の
相
互
交
流
の
機
会

を
創
出
し
、
農
山
村
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

九
月
三
日
〜
四
日
に
県
民
広
場
に

お
い
て
、「
ふ
る
さ
と
自
慢
　
て
ん

こ
盛
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

農
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
展
示
即
売

や
実
演
・
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
片

品
村
農
協
と
尾
瀬
ド
ー
フ
が
参
加
し

ま
し
た
。
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ニ
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六
十
歳
以
上

高
橋
　
正
治(

１)

８
秒
87

玉
入
れ

第
五
区

二
百
ｍ
女
子

二
十
歳
未
満

後
藤
　
綾
香(

８)

30
秒
94

男
子

二
十
歳
未
満

狩
野
　
恭
平(

４)

26
秒
07

二
十
歳
以
上

入
澤
　
　
翔(

５)

26
秒
96

千
五
百
ｍ

星
野
　
　
彬(

６)

４
分
52
秒
49

抽
選
競
走
女
子

三
十
歳
代
　
　
萩
原
　
洋
子(

６)

四
十
歳
代
　
　
笠
原
紀
美
子(

５)

五
十
歳
以
上
　
星
野
　
文
代(

４)

男
子

三
十
歳
代
　
　
渡
辺
　
英
樹(

８)

四
十
歳
代
　
　
入
澤
　
良
夫(

５)

五
十
歳
以
上
　
星
野
　
　
寛(

６)

消
防
団
出
動
競
走

一
組
　
　
　
　
松
田
　
和
樹(

８)

二
組
　
　
　
　
星
野
　
公
宏(

８)

百
ｍ
女
子

二
十
歳
未
満

桑
原
由
布
子(

１)

15
秒
06

二
十
歳
代星

野
真
由
美(

６)

15
秒
63

男
子

二
十
歳
未
満

井
上
　
光
貴(

８)

12
秒
47

二
十
歳
代笠

原
　
勇
治(

５)

12
秒
30

三
十
歳
以
上

笠
原
　
昌
也(

５)

13
秒
08

役
員
リ
レ
ー

第
五
区

綱
　
引
　
き

第
三
区

区
対
抗
リ
レ
ー

女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
区

男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
区

選
手
並
び
に
役
員
、
係
員
の
皆
さ

ん
、
暑
い
中
早
朝
よ
り
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

60m走最終組、応援も熱が入った

練習の成果が会場に響き渡った婦人会皆さんの楽しいリレーカーブでのバトン交換は難しそう

息のあった５区の選手

図書室だよ
り�

優しくて、独特なタッチで綴る。笑い
がこぼれ、考えさせられ、涙が止まらな
くなるはず。様々な人生があり、家族も
色々だけれど、母親とは、家族とは？
普遍的なテーマを熱く、リアルに語る。

著者初めての長編小説。あわてて読んで
しまったので、もう一度ゆっくりと読も
うと思っている。

＊火～金曜日午後１時～５時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー

『東京タワー　オカンと、
ボクと、時々、オトン』
リリー・フランキー　著

読んでみませんか 日 月 火 水 木 金 土
11
１ 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

第
四
十
七
回
片
品
村
民
運
動
会
が

九
月
十
八
日
（
日
）、
片
品
小
学
校

校
庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
に
し
て
は
暑
い
中
で
し
た
が

好
天
に
恵
ま
れ
、
保
育
園
児
の
遊
技
、

小
中
学
生
の
演
技
か
ら
始
ま
り
、
綱

引
き
、
区
対
抗
リ
レ
ー
と
役
員
、
係

員
の
ご
協
力
と
観
客
の
皆
さ
ん
の
応

援
や
声
援
を
得
て
最
後
ま
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
第
８
区
と
の
接
戦
を

９
点
差
で
制
し
第
五
区
が
昨
年
に
引

き
続
き
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

主
な
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

総
合
結
果

優
　
勝
　
第
五
区
　
194
点

準
優
勝
　
第
八
区
　
185
点

第
三
位
　
第
三
区
　
177
点

第
四
位
　
第
四
区
　
168
点

第
五
位
　
第
一
区
　
160
点

第
六
位
　
第
六
区
　
140
点

第
七
位
　
第
七
区
　
95
点

第
八
位
　
第
二
区
　
94
点

種
目
別
優
勝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

第
三
区

六
十
ｍ
女
子

三
十
歳
代萩

原
美
千
代(

６)

９
秒
59

四
十
歳
代星

野
恵
美
子(

３)

９
秒
13

五
十
歳
以
上

星
野
み
つ
子(

４)

10
秒
62

男
子

四
十
歳
代入

澤
正
次
郎(

５)

７
秒
74

五
十
歳
代戸

丸
　
　
浩(

３)

８
秒
45

第
五
区
、
二
連
覇
！

第
四
十
七
回
片
品
村
民
運
動
会

最高の天気とグランドコンディション

力強い選手宣誓越本地区児童による北海ソーラン節小学高学年生による棒引き

今年も事故がなく助かりました最後まであきらめない若い力

尾瀬高吹奏楽部が応援に

ご協力をお願いします
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☆生涯学習講座関係
・「古文書を読む会」

☆社会体育関係
・県民体育大会
・村民卓球大会

☆婦人会関係
・不用品福祉バザー
・ミニバレーボール大会

☆文化振興関係
・第39回片品村総合産業文化展

☆学校関係
・郡小中音楽祭
・片教研授業交流会（武尊根小会場）

◇片小
・学校保健委員会
・授業参観週間
・かがやき学習会、ＰＴＡ球技大会

◇北小
・避難訓練
・親子ふれあい活動（高学年）
・学校保健委員会
・教育相談

◇南小
・にこにこ集会
・個別面談
・学習発表会
・避難訓練
・校内かるた大会

◇武尊根小
・校内マラソン大会
・避難訓練
・授業参観、教育相談

◇片中
・片中文化の日
・振替休業日
・三者相談
・環境奉仕日
・県中学校駅伝大会
・環境講座
・中高一貫教育公開研究会
・期末テスト
・避難訓練

下旬

６・13日
13日

未定
20日

２・３日

４日

14日

11日
14日～18日

18日

11日
17日
22日

29日～12月２日

９日
15日～18日

25日
29日
30日

２日
18日

28～30日

５日
７日

９～25日
11日
12日
15日
18日

29日、30日
30日

11月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますので、予め
御了承ください。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
九
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

運
動
会
び
り
で
も
母
の
ほ
め
言
葉

赤
ト
ン
ボ
追
ひ
つ
追
は
れ
つ
下
校
の
子

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

花
茗
荷
匂
ふ
味
噌
汁
今
朝
の
秋

国
道
に
サ
ル
ビ
ヤ
燃
え
て
秋
を
告
ぐ

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

白
萩
の
風
呼
ぶ
館
庭
広
し

野
仏
の
あ
せ
し
頭
巾
や
秋
暑
し

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

暮
れ
て
な
ほ
声
ふ
り
し
ぼ
る
秋
の
蝉

空
深
く
消
ゆ
る
至
仏
の
秋
の
鷹

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

蜜
蜂
に
墓
石
取
ら
れ
し
秋
彼
岸

星
空
に
襖
に
映
る
遠
花
火

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

通
し
土
間
風
鈴
の
声
木
戸
開
く

大
樹
木
大
家
の
墓
に
蝉
時
雨

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

湯
上
り
の
汗
引
か
す
庭
虫
す
だ
く

酔
芙
蓉
ほ
ろ
酔
い
色
の
昼
下
り

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

虫
す
だ
く
人
影
な
し
の
山
路
か
な

威
嚇
す
る
蛇
を
遠
目
に
下
校
の
子

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

武
尊
路
や
風
に
た
わ
む
る
女
郎
花

鰯
雲
区
民
大
会
声
走
る

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

昨
日
今
日
早
秋
の
日
が
し
の
ぎ
良
し

ひ
ぐ
ら
し
の
わ
び
し
や
山
家
一
人
居
て

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

朝
霧
が
裏
山
か
く
し
秋
の
風

ぼ
ん
お
ど
り
孫
と
踊
り
し
た
の
し
き
夜

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

明
易
し
時
報
代
わ
り
の
寺
の
鐘

天
界
の
友
渡
り
し
か
盆
の
虹

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

気
休
め
だ
と
言
わ
れ
十
薬
軒
に
干
す

も
う
秋
か
言
い
つ
つ
足
が
早
く
な
り

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

蝉
時
雨
里
に
想
を
馳
せ
に
け
り

梅
干
の
紅
も
う
一
度
瓶
覗
く

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

孫
帰
る
盆
明
け
の
駅
人
ま
ば
ら

湯
上
が
り
を
初
秋
の
風
に
さ
ら
し
け
り

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

新
涼
や
木
造
校
舎
あ
た
た
か
く

子
等
の
声
明
る
く
は
ず
み
秋
の
句
座

Celebrating Sports: A Universal Tradition
I am amazed by the numerous sports

festivals taking place all over Japan.  It
made me realize how essential sports are to
every culture.  A popular American sports
event is called Homecoming.  Homecoming
is a tradition in high schools and colleges
across the U.S.  This occasion marks the
biggest football game of the year, the last
home game of the season.  The homecoming game is either
played against a team that will guarantee a home victory or a
long-standing rival.  Students, alumni, and community members
join together to support their school.  The week leading up to the 
homecoming game is full of activities.  Classes compete in games,
contests, singing, and dancing to boost school pride.  A
homecoming parade featuring a student-elected king and queen
precedes the game, followed by a school dance.  Homecoming is
one of the most exciting events of the school year.  I guess no
matter where you are the enthusiasm for sports calls for huge
celebration! 
スポーツ万歳：ミンナの気持ち
日本中でたくさんのスポーツイベントが開催されることにとても驚い

ています。すべての文化にとって、スポーツはなくてはならないものだ
と痛感します。アメリカで人気のあるスポーツイベントは「ホームカミ
ング」（大学同窓会）です。全米の高校や大学の伝統行事です。この祭
典ではシーズン最大のそして最後のフットボールの試合が行なわれま
す。この試合は、ホームチームの勝利が約束されている相手か、あるい
は長年のライバルチームとの間で戦われます。その学校の学生、卒業生
そして地域の人たちも応援に参加します。このゲームの開催される週は
活気にあふれます。それぞれのクラスが学校のプライドをかけて試合、
コンテスト、歌やダンスで競い合います。試合に先立って学生から選ば
れたキングやクイーンによるパレードが学校のダンスに盛りたてられな
がら行われます。ホームカミングは年間を通して一番刺激的な行事の一
つです。あなたがどこに住んでいようともスポーツに熱中することは大
きな喜びをもたらすことでしょう！

天
皇
陛
下
も
お
見
え
に
な
る
と
い

う
秋
季
国
体
に
、
山
崎
義
哉
さ
ん
が

ク
レ
ー
射
撃
ト
ラ
ッ
プ
競
技
で
四
年

連
続
出
場
す
る
。

山
崎
さ
ん
は
、
十
五
年
前
に
片
品

村
猟
友
会
に
入
会
し
た
。
同
会
で
は
、

事
故
防
止
と
射
撃
技
術
向
上
を
目
的

に
ク
レ
ー
射
撃
大
会
が
春
秋
と
行
わ

れ
て
い
た
。
上
位
者
は
利
根
沼
田
大

会
、
群
馬
県
大
会
と
進
む
。
山
崎
さ

ん
は
ク
レ
ー
の
成
績
は
良
か
っ
た

が
、
練
習
場
に
は
年
に
三
回
か
四
回

く
ら
い
し
か
足
を
運
ば
な
か
っ
た
と

い
う
。

平
成
十
二
年
、
群
馬
県
ク
レ
ー
射

撃
協
会
入
会
。
入
会
し
た
年
か
ら
国

体
予
選
を
兼
ね
た
競
技
会
に
出
場
し

今
月
の
匠

山
　
崎
　
義
　
哉
さ
ん

鎌
田
（
ク
レ
ー
射
撃
選
手
）

た
。
競
技
会
は
年
間
、
約
二
十
回
開

催
さ
れ
、
国
体
開
催
前
に
は
、
来
年

の
ポ
イ
ン
ト
に
繋
が
る
競
技
会
が
始

ま
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
選
考
は
ハ

ー
ド
だ
。
平
成
十
四
年
、
群
馬
県
ラ

ン
キ
ン
グ
一
位
で
国
体
出
場
。
家
庭
、

仕
事
、
競
技
と
順
調
に
き
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
が
、
十
五
年
二
月
、
蜘
蛛
膜

下
出
血
で
緊
急
入
院
。
病
院
で
は

「
命
の
保
障
が
で
き
な
い
」
と
言
わ

れ
た
ほ
ど
の
大
病
だ
っ
た
が
、
大
手

術
の
成
功
と
本
人
の
奇
跡
的
な
回
復

力
を
も
っ
て
一
か
月
で
退
院
。
そ
の

三
日
後
に
は
練
習
場
で
ク
レ
ー
を
打

ち
、
二
週
間
後
に
は
試
合
に
出
場
し

た
と
い
う
か
ら
随
分
無
鉄
砲
な
話
だ

が
、
担
当
医
の
了
解
の
も
と
だ
っ
た

い
う
。

こ
の
年
の
国
体
に
は
県
三
人
枠
の

三
番
目
で
出
場
。
病
気
を
し
た
翌
年
、

今
回
と
県
一
位
で
国
体
予
選
を
通
過

し
た
。
今
後
の
抱
負
を
訪
ね
る
と
、

「
子
ど
も
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
し

て
い
る
が
、
お
陰
で
十
六
年
度
は
親

子
三
人
で
国
体
、
全
中
と
出
場
で
き

た
よ
。
子
ど
も
達
の
目
指
す
場
所
を

自
分
が
先
に
行
っ
て
見
せ
、
努
力
を

す
れ
ば
結
果
が
出
る
こ
と
を
子
ど
も

達
に
身
を
も
っ
て
教
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
は
難
関
で
あ
る
国
体
十

位
以
内
入
賞
を
目
指
し
た
い
ね
」
と

話
し
た
。

※
四
十
四
才
と
射
撃
競
技
で
は
脂
が

の
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
造
林
業

で
多
忙
な
傍
ら
の
試
合
出
場
で
も
、

ク
レ
ー
射
撃
で
は
「
群
馬
の
山
崎
」

で
名
を
馳
せ
て
い
る
と
い
う
。
身
体

に
気
を
つ
け
て
、
私
達
同
世
代
に
刺

激
を
与
え
続
け
て
く
だ
さ
い
。

先
日
の
（
尾
瀬
「
夏
の
思
い
出
」

音
楽
祭
）
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。

夕
刻
、
曇
っ
て
き
た
け
れ
ど
雨
は
降

ら
ず
本
当
に
幸
い
で
し
た
。

こ
の
日
の
感
想
を
、
上
毛
新
聞
ひ

ろ
ば
欄
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
掲
載

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
記
事
を

読
ん
だ
小
寺
知
事
さ
ん
よ
り
、
お
便

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（「
ひ
ろ
ば
」
に
て
、
尾
瀬
の
音

楽
祭
の
文
章
を
拝
見
し
ま
し
た
。
幸

い
に
も
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
成
功

で
し
た
。
片
品
村
の
皆
さ
ん
、
中
学

生
、
み
ん
な
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

感
動
的
な
音
楽
祭
に
、
多
く
の
人
が

参
加
し
た
光
景
を
眺
め
、
私
も
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

小
寺
弘
之
）

戸
倉
ス
キ
ー
場
の
広
い
草
原
に
、

多
く
の
参
加
者
と
と
も
に
、
江
間
章

子
さ
ん
作
詩
の
〝
夏
の
思
い
出
〞
の

曲
を
感
動
的
に
聞
き
入
っ
て
い
る
知

事
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

愛用の銃と山崎さん

今月の国体は１組１番で初弾を射つ
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「健康ウォーク」参加者募集
歩くことは、身体に負担をかけずに

できる有酸素運動です。ゆっくりと呼
吸し大量の酸素を摂取しながら継続し
て行う事で、筋肉に酸素を取り込み、
糖や脂肪を分解してエネルギーを作り
出します。この時酸素をゆっくり大量
に送り続けると、長時間の運動が続け
られ、心肺機能が活性化し、血行もよ
くなり、蓄積された脂肪がより分解さ
れます。
今年８月に職場の健康保険や地域の

国民健康保険が一緒になって、健康づ
くり、医療費削減を目標に「群馬県保
険者協議会を設立しました。協議会で
は次の内容で「健康ウォーク」の参加
者を募集します。
日　時 平成17年11月６日

９時半～終了は昼頃の予定
場　所 伊香保森林公園
集　合 伊香保ハイランドスケート

センター駐車場
内　容 歩き方指導、実際に歩く
参加費 無料
募集数 600名
申込み 官製ハガキ、フアックスで次の項

目を記入
氏名、年齢、性別、保険の種類
（政管、組合、国保）住所、電
話番号、希望コース（Ａ：健
脚コース約110分、Ｂ：普通
コース約70分）

申込期日 10月17日（月）
問合せ先 群馬県国民健康保険連合

会　保健事業課「健康ウォー
ク」係

電　話 027（290）1325
ＦＡＸ 027（255）5308
住　所 前橋市元総社町335ー８
郵便番号 371ー0846

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�
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中央帽子の人の左が群馬県知事

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

知
事
さ
ん
よ
り
の

お
便
り

19
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労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
は
、
政
府
が
管
理
、
運
営
し
て

い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ
り
、
原
則

と
し
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ

て
い
れ
ば
、
事
業
主
は
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
を
と
り
、
労
働
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
ま

た
は
通
勤
途
上
で
の
災
害
に
よ
り
ケ

ガ
や
病
気
な
ど
に
な
り
、
さ
ら
に
死

亡
し
た
場
合
に
、
本
人
ま
た
は
遺
族

に
対
し
て
必
要
な
保
険
給
付
な
ど
を

行
う
制
度
で
す
。

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た

場
合
に
、
そ
の
者
の
生
活
の
安
定
と

就
職
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
必
要

な
保
険
給
付
を
し
た
り
、
事
業
主
に

は
雇
用
に
関
し
て
各
種
助
成
金
な
ど

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

な
お
、
事
業
主
が
故
意
ま
た
は
重

大
な
過
失
に
よ
り
、
労
働
保
険
の
保

険
関
係
成
立
届
け
を
提
出
し
て
い

な
い
期
間
中
に
労
働
災
害
が
生
じ
労

災
保
険
給
付
を
行
っ
た
場
合
、
遡
及

し
て
労
働
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か

労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

加
入
手
続
き
・
保
険
料
負
担
等
、
ご

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
基
準
監
督
署
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
公
共
職
業
安
定
所

1
２
２
―
８
６
０
９

沼
田
労
働
基
準
監
督
署

1
２
３
―
０
３
２
３

加
入
し
て
い
ま
す
か

労
働
保
険
！

十
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す

【
支
え
あ
う
　
働
く
み
ん
な
の

労
働
保
険
】

＊群馬県最低賃金が改正され、平成17年10月１日か
ら改正後の最低賃金額が適用になります。

＊群馬県最低賃金は群馬県で働くすべての労働者、そ
の使用者に適用されますが、他に産業別（鉄鋼・一
般機械・電気・輸送）最低賃金が定められておりま
す。

＊精神的・身体的な理由から最低賃金を一律に適用す
ると雇用機会を狭くする可能性がある労働者の場合
等は、使用者が労働局長の許可を受けることを条件
に、最低賃金の適用除外が個別に認められておりま
す。

詳しくは、
群馬県労働局労働基準部賃金室

（前橋市大渡町1－10－7）
1 027－210－5005
又は、最寄りの労働基準監督署へお問い合わせくだ

さい。

『あっそうだ！　今年の最低賃金　いくらかな？』

群馬県最低賃金

１時間　６４９円

県県有有施施設設見見学学会会」」参参加加者者募募集集 !!!!
群馬県利根沼田県民局沼田行政事務所では、地域住民

の皆様に県政をより身近に感じていただくために「県有
施設見学会」を実施します。
つきましては、下記のとおり参加者を募集しておりま

すので、多数の方のご応募 をお待ちしています。
●とき 平成17年11月９日（水） ※雨天決行
8：50集合 群馬県利根沼田県民局庁舎（沼田市薄根町）
9：00出発、15：40帰着予定　（借上げバス使用）

●見学先 ①「ぐんま昆虫の森」（桐生市新里町）
※昼食場所

今年８月１日に全面オープンしたばかりの施設であ
り、メインとなる「昆虫観察館」では１年を通じて各
種の昆虫が観察できます。

②「発掘情報館」（勢多郡北橘村）
（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が運営する施設で
あり、県内各地での発掘品展示や埋蔵文化財に関する
情報等を知ることが出来ます。

●参加費用 無料（ただし、昼食・飲料等は各自でご持
参ください。）

●応募資格 利根沼田地域にお住まいの方
●定員 40人（定員を超えた場合には抽選となります。）
●応募方法 往復はがきに、〒、住所、氏名、年齢、性
別、職業、電話番号を明記のうえ、下記にお申し込み
ください。（１通で２人まで申込み可
※返信はがきにて結果をお知らせいたします。

●応募〆切 10月20日（木）まで必着有効とさせていた
だきます。

●申込み・問い合わせ先
〒378－0031 沼田市薄根町4412
沼田行政事務所 総務振興グループ 「県有施設見学会」
受付係　あて

ＴＥＬ：0278－２２－４３３８
ＦＡＸ：0278－２４－３３０６

親子ふれあい交流事業（ディズニーランドツアー）参加者募集
期日 平成17年12月11日（日）
行き先 東京ディズニーランド（クリスマスイベント開催中）
対象 県内在住の母子家庭の母（父）親と子並びに寡婦
定員 親子、寡婦合わせて120名（参加者多数の場合は抽選）
参加費 母親、中・高生、寡婦　6,000円

子供（幼児、小学生） 4,000円　
３才未満の乳幼児1,000円
※参加費に含まれるもの
バス代・保険料・パスポート代

主催 財団法人群馬県母子寡婦福祉協議会
乗車場所 太田バスターミナル・伊勢崎市役所・高崎駅東
口・新前橋駅東口・ららん藤岡・富岡市役所・沼田市保健
福祉センターのうち、希望の場所から乗車

申込・問合せ 往復ハガキに、住所・電話番号および参加者
全員の氏名・年齢・希望の乗車地を記入のうえ、下記へ申
し込む。（11月10日消印有効）
財団法人群馬県母子寡婦福祉協議会　事務局
〒371-0843 前橋市新前橋町13-12 群馬県社会福祉総
合センター内　1０２７－２２５－６６３６
※詳細については、村社会福祉協議会へ

1５８－４８１２

親子ふれあい交流事業（ディズニーランドツアー）参加者募集
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総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
や
意
見

要
望
に
つ
い
て
、
相
手
行
政
機
関
に

対
し
、
公
平
・
中
立
の
立
場
か
ら
必

要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
苦
情
の
解

決
や
行
政
運
営
の
改
善
を
図
る
も
の

で
、
年
間
約
十
八
万
件
を
超
え
る
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

又
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

の
理
解
と
利
用
の
促
進
を
図
る
た

め
、
今
年
度
は
、
十
月
十
七
日
（
月
）

〜
二
十
三
日
（
日
）
を
行
政
相
談
週

間
と
定
め
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
各

種
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る

民
間
人
の
行
政
相
談
委
員
を
市
町
村

に
配
置
し
て
お
り
、
住
民
の
皆
様
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
片
品
村
を
担
当
し
て
い

る
行
政
相
談
委
員
は
、
入
澤
里
子
さ

ん
で
す
。

行
政
相
談
委
員
が
中
心
に
な
っ
、

行
政
相
談
週
間
行
事
と
し
て
、
特
設

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

道
路
、
登
記
、
農
地
転
用
、
年
金

郵
便
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
特
設
行
政
相
談
所
は
、

行
政
相
談
週
間

十
月
十
七
日
（
月
）〜
二
十
三
日（
日
）

十
月
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十

分
〜
三
時
三
十
分
ま
で

片
品
村
役
場
　
二
階
相
談
室
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

相
談
は
、
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

一
般
家
庭
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
新

聞
紙
や
吸
収
剤
な
ど
に
吸
収
さ
せ
、

燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
燃
や

し
て
も
Ｃ
Ｏ
２
を
出
す
だ
け
で
、
こ

れ
も
あ
ま
り
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
天
ぷ
ら
油
の
廃

油
を
回
収
し
、
再
利
用
す
る
。
廃
油

の
提
供
者
に
は
お
金
を
支
払
う
。
そ

う
い
う
試
み
が
民
間
で
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
集
ま
っ
た
廃
油
を
精

製
し
て
（
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
）
軽
油
と
同
等
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
希
望
で

あ
れ
ば
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

原
油
価
格
の
高
騰
で
、
燃
料
代
が
家

計
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
生
活
環
境
課
に
資
料
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
1
５
８
―
２
１
１
４
）

十
月
は
土
地
月
間
で
す

‐
地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催
‐

使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
・
処
理
に
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
天
ぷ
ら

油
を
買
い
取
っ
て
も
ら
え
ま
す

土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生

活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤

で
す
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て

の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
こ
う
と
、「
土
地
月
間
」
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
ち
な
み
、
県
な
ど
で
は

「
地
価
評
価
等
無
料
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

●
期
日
‥
十
月
四
日（
火
）…「
土
地

の
日
」

●
時
間
‥
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

●
会
場

前
橋
会
場
　
　
前
橋
市
役
所

渋
川
会
場
　
　
渋
川
市
役
所

●
問
い
合
せ
先

県
庁
地
域
創
造
課
（
1
‥
０
２
７
‐

２
２
３
‐
１
１
１
１
）
内
線
２
３
６

２（
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
1
‥
０
２
７
‐
２
４
３
‐
３
０
７

７
）

平
成
十
八
年
二
月
十
九
日
（
日
）

か
ら
二
十
二
日
（
水
）
の
四
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
、
尾
瀬
国
体

の
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま

す
。
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
群
馬
県

の
マ
ス
コ
ッ
ト
で
も
あ
る
「
ゆ
う
ま

ち
ゃ
ん
」
を
各
競
技
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
で
す
。

・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

・
ジ
ャ
ン
プ
競
技

・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

ゆ
う
ま
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
尾
瀬

国
体
を
盛
り
上
げ
、
成
功
さ
せ
ま
し

ょ
う
。
尾
瀬
国
体
開
催
ま
で
、
一
三

〇
日
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
村
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

国
体
事
務
局

尾
瀬
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト

紹
介

「片中文化の日」「片中文化の日」
期日 11月５日（土）
場所 片品中学校
内容 午前：弟子入り体験

午後：合唱コンクール
（午後１時、体育館）

合唱コンクールの課題曲は
「かたしな」です。
是非ご来校ください。



広報かたしな H17. 10

11

国
土
交
通
省
の
砂
防
事
業
に
伴

い
、
伐
採
し
た
木
を
「
薪
木
」
と
し

て
再
資
源
化
す
る
た
め
に
、
今
回
も

無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
申
込
先

ま
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希

望
数
量
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

配
布
日
時
が
決
ま
り
次
第
、
当
所

か
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
申
込
人
数
に
よ
り
配
布
量

を
調
整
さ
せ
て
頂
く
こ
と
、
積
込
・

運
搬
に
つ
い
て
は
ご
自
身
で
責
任
を

持
っ
て
行
う
こ
と
を
条
件
と
い
た
し

ま
す
の
で
予
め
御
了
承
下
さ
い
。

申
込
期
限

平
成
十
七
年
十
一
月
四
日
（
金
）

申
込
先

国
土
交
通
省
利
根
川
水
系
砂
防
事

務
所
片
品
出
張
所

1
５
８
―
２
０
６
１

「
薪
木
」
の
無
料
配
布

に
つ
い
て

学
校
や
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
座
談
会

で
す
。
教
育
に
関
し
て
日
頃
感
じ
て

い
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

開
催
期
間

十
一
月
一
日
（
火
）
〜
三
十
日
（
水
）

※
会
場
、
時
間
（
二
時
間
程
度
、

午
後
五
時
以
降
も
可
）
は
希

望
に
応
じ
ま
す
。
土
日
・
祝

祭
日
の
開
催
も
可

対
　
　
象

中
学
生
以
上
で
県
民
十
人
程
度
の

グ
ル
ー
プ

申
込
期
間

十
月
十
七
日
（
月
）
〜

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

※
開
催
希
望
日
の
一
週
間
ま
で

そ
の
他

会
場
は
申
し
込
む
グ
ル
ー
プ
で
設

営
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
座
談
会

に
は
大
学
教
授
や
教
員
経
験
者
な
ど

で
構
成
す
る
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
や
、
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
未
来
を
担
う
上
州
っ
子
」
県
民
運

動
実
行
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
新
政
策
課
内
　
1
０
２
７
―

２
２
６
―
２
３
１
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２

７
―
２
２
３
―
４
３
７
１
）

「
未
来
を
担
う
上
州
っ
子
」

県
民
運
動
座
談
会
参
加
グ

ル
ー
プ
募
集

確
定
申
告
等
に
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
添
付

所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
一
七
年
分
の
所
得
の
申

告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

際
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
旨
を
証
明
す
る
書
類
を
添

付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

か
ら
送
ら
れ
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

額
を
証
明
し
た
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
社
会
保
険
庁
か
ら
一

一
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際

に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
又
は
国

民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
す
る

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
す
る
際
に
は
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
等

の
証
明
書
の
添
付
や
提
示
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

おやこで観たい映画会

日　時 2005年11月３日　木曜日
午前10時～午前11時20分

会　場 片品村文化センター
主　催 片品おやこ劇場　58－2348
内　容 難病と闘った少女と家族の絆
酸素ボンベで呼吸しながら養護学校に
通う９才の女の子「もも子」と、それ
を見守る双子の兄「力」を描いたアニメ映画。
チケット おやこで３枚チケット1,500円　１枚700円　

※年長以上

���������������������������

日　時 10月15日（土）午前10時～12時
会　場 片品村文化センター
内　容 ろーぷ、わ、カードほか

※ある人はもってきてね
参加費 100円　材料費　カード500円
その他 直接会場へ　いよいよあと２回みんなきて
ね～～

さらまわしやるやる探検隊
日　時 11月２日（水）午後３～
会　場 鎌田児童館
内　容 さらまわし体験　かみしばい他
参加費 100円

光るどろだんごやるやる探検隊　第２回
日　時 11月13日（日）午前９時～12時30分
会　場 鎌田住民センター
内　容 ぴかぴかのどろだんごづくりとゲーム
参加費 200円

ステキなあいぞめやるやる探検隊
日　時 11月26日（土）午前10時～12時
会　場 花咲がま
受　付 ９時40分　現地集合
参加費 500円　　

ほうかご友遊クラブの募集（だれでも参加できま
す！ボランティアも募集中）

ゆうゆううどんづくり
日　時 10月15日（土）午後１時30分～４時
会　場 鎌田住民センター
内　容 てうちうどんづくり
参加費 100円

ゆうゆうりんごがり
日　時 10月４日（火）午後１時30分～４時30分
ぐらい
会　場 片品林檎亭
集　合 鎌田児童館　午後１時30分　あるいは現地
参加費 200円　　

アーシャンとマジックやるやる探検隊　第４回

もも子、かえるの歌がきこえるよ。

広報かたしな H17. 10
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▽
調
査
の
概
要

本
調
査
は
、
昭
和

三
年
以
降
全
国
的
な
規
模
で
実
施
し

て
お
る
調
査
で
、
道
路
の
交
通
量
や

自
動
車
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ
り
、
道
路
の
計
画
、
建
設
や

維
持
修
繕
等
の
管
理
ま
で
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
七
年
度
の
調
査
は
、
平

成
十
一
年
度
の
調
査
以
来
六
年
ぶ
り

の
調
査
で
す
。

▽
対
象

交
通
量
調
査
‥
全
国
の
都

道
府
県
道
以
上
の
全
路
線
、
自
動
車

起
終
点
（
Ｏ
Ｄ
）
調
査
‥
県
内
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
家
用
車
の
う
ち
約

三
万
台
を
抽
出

▽
実
施
方
法

交
通
量
調
査
‥
道
路

脇
に
お
い
て
、
車
種
別
に
十
二
時
間

又
は
二
十
四
時
間
観
測
、
自
動
車
起

終
点
（
Ｏ
Ｄ
）
調
査
‥
個
別
に
調
査

員
が
所
有
者
へ
訪
問
し
調
査

▽
実
施
時
期

九
月
中
旬
〜
十
一
月

中
旬

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
道
路
企
画
管
理
課
（
1
０
２
７

―
２
２
６
―
３
５
９
２

道
路
交
通
情
勢
（
道

路
交
通
セ
ン
サ
ス
）

調
査
の
実
施
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利利根根環環境境森森林林事事務務所所かからら

利根沼田地区郷土緑化推進委員会では、
緑化樹木の管理及び手入れの仕方を学ぶ講
習会を開催します。
日時 平成17年11月５日9：00～12：00
場所 沼田市役所東原庁舎（沼田市東原新
町1801）

講習内容 「緑化樹木の剪定」・「生け垣
の苅込」・「用具の使い方、研ぎ方」に
ついて、実技を中心とした講習です。

参加費用 無料（剪定鋏、苅込鋏はあれば
ご持参下さい）
（作業のしやすい服装でご参加下さい）

応募資格 一般県民（高校生以上）
募集定員 40人（申込み多数の場合は先
着順になります）

応募方法 平成17年10月20日（木）まで
に、お電話にて申込み下さい。

申込み・問い合わせ先
〒378-0031 沼田市薄根町4412
利根環境森林事務所　森林保全グループ内
利根沼田地区郷土緑化推進委員会　

担当：桜井
1０２７８－２２－４４８１

緑化樹木の手入れ講習会
利根沼田地区郷土緑化推進委員会では、

みなさんに巨樹・古木と人々との関わり合
いを学ぶため、「巨樹・古木めぐり」の研
修会を実施します。
ただいま、参加者を募集しておりますの

で、多数の方のご応募をお待ちしています。
日時 平成17年10月28日（群馬県民の日）
9：00～16：00予定

集合場所 群馬県利根沼田県民局庁舎
（沼田市薄根町4412）
参加費用 無料（昼食は持参）
応募資格 一般県民（小学生以上）
募集定員 40人（定員になり次第締め切
ります。）

応募方法 平成17年10月14日（金）まで
に、お電話にて申込み下さい。

申込み・問い合わせ先
〒378-0031 沼田市薄根町４４１２
利根環境森林事務所　森林保全グループ内
利根沼田地区郷土緑化推進委員会　

担当：桜井
1０２７８－２２－４４８１

巨樹・古木めぐりのご案内
沼田市と川場村にまたがる県立公園

「21世紀の森」では、水仙の球根の植え替
えを行うボランティアを募集します。
21世紀の森には約3,000㎡の水仙畑が

あり、平成15年から植え替え作業に取り
組みました。
今年も約700㎡の植え替えを行います。
美しい水仙畑を保つため、たくさんの方

のご協力をお願いします。
また、作業終了後にはキノコの試食会を

行いますので、奮ってご参加ください。
日時 平成17年10月23日（日）

9：30～12：00まで
場所 県立森林公園「21世紀の森」

第２駐車場（管理棟下）集合
募集 100人
参加費 無料
問合わせ
〒378-0031 沼田市薄根町４４１２
利根環境森林事務所　森林土木第一グルー
プ
1０２７８－２２－４４８１

水仙ボランティア募集

“埋もれ木の森”、

それは現実と夢が交錯するファンタジー

舞台は山に近い小さな町。高校生まちは、友だち
と短い物語をつくり、それをリレーして遊ぶこと
を思いつく。唐突に紡がれた少女たちの物語は未
来へと向かう夢。一方、町に暮らす大人たちにも
過去の歩みが作り出した現実の物語がある。やが
て交わらないはずの二つの物語が交差し、ファン
タジックな世界が広がっていく。ある日、ゲート
ボール場が雨で崩れ、火山噴火によって立ち木の
まま地中で生きていた、埋もれ木が姿を現す。誘
われるように町中の人々が集まり、カーニバルが
始まる。つややかな祭りの夜、ゆっくりと
宙に舞い上がる紙灯籠とともに、全ての
人の夢や思いがうつくしい輪郭をもって
昇華していく。

「埋もれ木」地域上映共通券　入場料

【前売券は上記上映会場又は下記の各店にて好評取扱中】
文真堂書店、煥乎堂、戸田書店、群馬県民会館、群馬県庁生協、FMぐんま、
ラジオ高崎、エフエム太郎、FM OZE、または、支援する会事務局まで。

上映ホール　11/６（日）片品村文化センター　10278-58-2144
（問合わせ） 12/17（土）利根沼田文化会館　　10278-24-2935

当日 一般：￥1,500 高校生以下：￥800
前売 一般：￥1,000 高校生以下：￥800



将来どんな人になってほしいですか

くん（H16．10．22生）

星　和文・可奈さん（東小川）のお子さん

命名

想 真候補の中から「想」と
いう字が優しそうな感じ
がしたので気に入り、付
けました。いつでも人に
対する思いやりを忘れな
いでほしいと思い決めま
した。

元気で明るく誰からも
好かれる様な人になって
ほしいです。

そう　 ま

くん（H16．10．12生）

渡辺　潤・織さん（鎌田）のお子さん

櫂
かい

将来どんな人になってほしいですか

命名
両親ともに、漢字１

文字の名前なので、漢
字を１文字にしたいと
思っていました。「櫂」
は、船を漕ぐのに大切
な道具です。人生とい
う大海原を自分の力で
漕いでいって欲しいと
いう思いを込めて命名
しました。

素直で心の豊かな人
になって欲しいと思い
ます。いろいろなとこ
ろに行って、たくさん
の物を見て、様々な人
に出会って、いろいろ
なことを心に刻んで欲
しいです。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

10月15日（土）沼田脳神経外科
16日（日）利根中央病院
22日（土）月夜野病院
23日（日）内田病院
29日（土）国立沼田病院
30日（日）沼田脳神経外科

11月３日（木）国立沼田病院
５日（土）利根中央病院
６日（日）月夜野病院
12日（土）内田病院
13日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆

12

国民健康保険税 第 ７ 期
村　県　民　税 第 ３ 期
納期は10月31日（月）です

★口座振替の方は事前に残高確認を！

今月の�
  納期は�
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朗
読
劇
場
「
モ
ナ
リ
座
」

（
弘
化
の
庄
　
か
し
や
）

10
／
15

猿
追
い
祭
り
　

（
花
咲
武
尊
神
社
）

10
／
18

お
か
あ
さ
ん
み
ん
な
あ
つ
ま

れ
「
り
ん
ご
狩
り
」

11
／
２
・
３

総
合
産
業
文
化
展

（
役
場
・
文
化
セ
ン
タ
ー
）

11
／
３

に
ぎ
り
っ
く
ら

（
越
本
武
尊
神
社
）

11
／
12

農
協
祭

（
築
地
農
産
物
集
配
セ
ン
タ
ー
）

11
／
20

か
た
し
な
音
楽
祭

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
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澤
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No.111
久 保　　恵 さ

ん 越本（21才）

く　　 ぼ　　　　 めぐみ

■母：ちはるさん　
■職業は何ですか：群馬銀行尾瀬支店に勤務していま
す。

■趣味は何ですか：ドライブとショッピングです。
■片品をどう思いますか？また、どうしたいですか？
：雄大な山々に囲まれた美しい自然と、四季を肌で
感じることができる、とても住みやすい村だと思い
ます。また、人と人とが助けあい、触れあい暮らし
ていて、とても温かな村だと思います。この片品の
素晴らしいところを失わず、さらに発展し、たくさ
んの人に訪れていただけたらと思っています。

■好きな異性のタイプ：一緒にいて楽しく、価値観の
あう人。

九
月
五
日
（
月
）
上
毛
新
聞
社

（
代
表
取
締
役
社
長
　
高
橋
康
三
氏
）

よ
り
、「
夏
の
思
い
出
」
音
楽
祭
の

協
賛
金
と
し
て
寄
附
を
頂
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
音
楽
祭
は
、
成

功
裏
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
星
　
野
　
　
　
実

昭
和
村

○
星
　
野
　
勝
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御
座
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○
藤
　
井
　
尚
　
之

鎌
　
田

○
松
　
田
　
友
　
恵

鎌
　
田

役場庁舎前に
尾瀬国体カウントダウン看板を設置

寄
　
附
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寄
附
　
金
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円高橋広告局長から協賛金を受けとる故星野村長




